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１．概要  

 

東京を拠点にする IP-ソリューションズ株式会社は、2007

年から GNSS 機器の研究開発・製品販売をしています。 

 

この度、新たなバージョンの ARAMIS GNSS ソフトウェア

受信機   を発表いたしました。 

 

新しい ARAMIS では、2 周波数または、3 周波数の信号の

取り扱いが可能になりました（GPS、QZSS、Galileo、

GLONASS、BeiDou、NavIC、SBAS）。 

 

ユーザー様は、Windows PC 上で、受信機 ベースバンドお

よび、ナビゲーション プロセッサに完全にアクセス可能で

す。 

 

 プロセッサは C++ で記述されています。これにより、ユ

ーザーは独自のアルゴリズムを簡単に実装できます。 

 

ARAMIS 受信機は、各種設定可能なフロントエンドを備え

ており、L バンドおよび S バンドのすべての GNSS 信号を

動作することができます。ユーザー様は、帯域幅など、フ

ロントエンド間で調整可能です。 
 

ARAMIS™ソフトウェア GNSS 受信機は、INS、反射測定

、屋内位置、RTK、PPP などの密結合の分野での研究を容

易にします。 

 

JAXA COSMODE ISM 受信機でのみ利用可能であった電離

層シンチレーションモニタ機能が、今回 ARAMIS™受信機

にも搭載されました。 

 
 

ARAMIS™受信機は GNSS ラボ・フレームワークの一部で

す。この GNSS ラボには、RF GNSS シミュレータとソフト

ウェア ReGen GNSS システムも含まれています。これらの

システムは 2 周波数または、3 周波数の GPS、QZSS、

Galileo、GLONASS、BeiDou、NavIC、SBAS 信号をシミュ

レートすることができます。ユーザー様は、C++ コードで

記述された独自のエラーモデルを追加することも可能です

。 
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